
別表第一 

 

１．鉄筋コンクリート造（基礎用） 
 項目・記号 内容 単位 

はりの符号 ― ― 

はりの位置 ― ― 

検定位置 ― ― 

コンクリート

の種類及び設

計基準強度 

― ― 

主筋の種類及

び品質 

― ― 

主筋の本数及

び径（上端筋

一段・二段） 

― ― 

主筋の本数及

び径（上端筋

一段・二段） 

― ― 

あばら筋の種

類及び品質 

― ― 

あばら筋の本

数及び径及び

間隔 

― ― 

l 部材の長さ ミリメートル 

l0 部材の内法長さ ミリメートル 

B はり断面幅 ミリメートル 

D はり断面せい ミリメートル 

d はりの有効せい ミリメートル 

b 床版の幅 ミリメートル 

諸

条

件 

j 応力中心距離（7/8d） ミリメートル 

ML 長期曲げモーメント キロニュートンメートル 

QL 長期せん断力 キロニュートン 

ME 地震時曲げモーメント キロニュートンメートル 

QE 地震時せん断力 キロニュートン 

MS  

（上端・下端） 

短期曲げモーメント キロニュートンメートル 

応

力 

 

 

 

MY 

（上端・下端） 

降伏曲げモーメント キロニュートンメートル 



QD 短期設計用せん断力 キロニュートン 

MAL 長期許容曲げモーメント キロニュートンメートル 

MAS 

（上端・下端） 

短期許容曲げモーメント キロニュートンメートル 

ML / MAL ― ― 

MS / MAS ― ― 

曲

げ 

判定結果 ― ― 

QAL 長期許容せん断力 キロニュートン 

QAS 短期許容せん断力 キロニュートン 

QL / QAL ― ― 

QD / QAS ― ― 

せ

ん

断 

 

判定結果 ― ― 

τa 付着応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fa 許容付着応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

τa / fa ― ― 

付

着 

判定結果 ― ― 

 
２．耐力壁用 

 項目又は記号 内容 単位 

耐力壁等の符

号 

― ― 

耐力壁等の位

置 

― ― 

材料（枠組材） ― ― 

規格（枠組材） ― ― 

樹種（枠組材） ― ― 

等級（枠組材） ― ― 

材料（面材）   

規格（面材）   

等級（面材）   

使用部位 ― ― 

枠組材と面材

の接合具 

  

規格（接合具）   

等級（接合具）   

諸

条

件 

Fc 基準強度（圧縮） 一平方ミリメートルにつきニュ



ートン 

Ft 基準強度（引張り） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fb 基準強度（曲げ） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fs 基準強度（せん断） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fcv 基準強度（めり込み） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCL 長期許容圧縮応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fTL 長期許容引張り応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fBL 長期許容曲げ応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCVL 長期許容めり込み応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCS 短期許容圧縮応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fTS 短期許容引張り応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fBS 短期許容曲げ応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCVS 短期許容めり込み応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fjy 接合部の基準許容応力 接合具一本につきニュートン 

fjyL 長期の応力に対する接合部の許容応力 接合具一本につきニュートン 

K1-1 使用環境Ⅰにおける枠組材または面材

の含水率の調整係数 

－ 

K1-2 使用環境Ⅱにおける枠組材または面材

の含水率の調整係数 

－ 

K2 枠組材または面材の荷重継続時間の調

整係数 

－ 

K3 枠組材または面材の事故的な水掛りを

考慮した調整係数 

－ 

Kj1-1 使用環境Ⅰにおける接合部の含水率の

耐力調整係数 

－ 

Kj1-2 使用環境Ⅱにおける接合部の含水率の

耐力調整係数 

－ 



Kj2 接合部の荷重継続時間の調整係数 － 

PcL又はσcL 長期座屈荷重又は長期圧縮応力 ニュートンまたは一平方ミリメ

ートルにつきニュートン 

PcS又はσcS 短期座屈荷重又は短期圧縮応力 ニュートンまたは一平方ミリメ

ートルにつきニュートン 

圧縮応力判定

結果 

― ― 

λ 有効細長比 ― 

ｆbuS 短期座屈許容応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

ｆbuL 長期座屈許容応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

圧

縮

応

力

又

は

座

屈

荷

重 

座屈判定結果 ― ― 

PNS 短期引張り荷重 キロニュートン 

短期引張り荷

重の計算方法 

― ― 

脚部・頭部の

接合部の仕様 

― ― 

脚部・頭部の

接合部使用材

料の規格、等

級 

― ― 

Fjy 接合部の基準許容応力 接合部一箇所につきキロニュー

トン 

Kj1-1 使用環境Ⅰにおける接合部の含水率の

耐力調整係数 

－ 

Kj1-2 使用環境Ⅱにおける接合部の含水率の

耐力調整係数 

－ 

Kj2 接合部の荷重継続時間の調整係数 － 

fjS 脚部・頭部の接合部の短期の応力に対

する引張りの許容耐力 

接合部一箇所につきキロニュー

トン 

fjL 脚部・頭部の接合部の長期の応力に対

する引張りの許容耐力 

接合部一箇所につきキロニュー

トン 

脚

部 

・

頭

部

の

引

張

り 

接合部検定結

果 

― ― 

ωS （短期）等分布荷重 一メートルにつきキロニュート

ン 

ＰbS 短期集中荷重 キロニュートン 

曲

げ 

σbS 短期曲げ応力 一平方ミリメートルにつきニュ



ートン 

応力判定結果 ― ― 

 

３．根太又は床組・小屋組等横架材用 

 項目又は記号 内容 単位 

根太等の符号 ― ― 

根太等の位置 ― ― 

材料（枠組材） ― ― 

規格（枠組材） ― ― 

樹種（枠組材） ― ― 

等級（枠組材） ― ― 

材料（面材）   

規格（面材）   

等級（面材）   

使用部位 ― ― 

Fc 基準強度（圧縮） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Ft 基準強度（引張り） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fb 基準強度（曲げ） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fs 基準強度（せん断） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fcv 基準強度（めり込み） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCL 長期許容圧縮応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fTL 長期許容引張り応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fBL 長期許容曲げ応力度 

 

一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fSL 長期許容せん断応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCVL 長期許容めり込み応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCS 短期許容圧縮応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

諸

条

件 

fTS 短期許容引張り応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 



fBS 短期許容曲げ応力度 

 

一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fSS 短期許容せん断応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCVS 短期許容めり込み応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

部材群に面材

をはる場合に

曲げに対する

基準強度に乗

じる係数 

－ － 

積雪荷重の計

算に当たり長

期許容応力度

に乗じる係数 

― ― 

積雪荷重の計

算に当たり短

期許容応力度

に乗じる係数 

― ― 

K1-1 使用環境Ⅰにおける枠組材または面材

の含水率の調整係数 

－ 

K1-2 使用環境Ⅱにおける枠組材または面材

の含水率の調整係数 

－ 

K2 枠組材または面材の荷重継続時間の調

整係数 

－ 

K3 枠組材または面材の事故的な水掛りを

考慮した調整係数 

－ 

Eb 曲げ弾性係数 一平方ミリメートルにつきキロ

ニュートン 

Ka-1 使用環境Ⅰにおける枠組材または面材

の含水率の剛性調整係数 

－ 

Ka-2 使用環境Ⅱにおける枠組材または面材

の含水率の剛性調整係数 

－ 

Kb 枠組材または面材のクリープの剛性調

整係数 

－ 

Kc 枠組材または面材の事故的な水掛りを

考慮した剛性調整係数 

－ 

曲

げ 

ωL （長期）等分布荷重 一メートルにつきキロニュート

ン 



ＰbL 長期集中荷重 キロニュートン 

ＰbS 短期集中荷重 キロニュートン 

σbL 長期曲げ応力 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

σbS 短期曲げ応力 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Z 断面係数 立方ミリメートル 

応力判定結果 ― ― 

I 断面二次モーメント ミリメートルの四乗 

δb 曲げたわみ ミリメートル 

クリープ変形

増大係数 

― ― 

たわみ検定結

果 

― ― 

ωL （長期）等分布荷重 一メートルにつきキロニュート

ン 

ＰbL 長期集中荷重 キロニュートン 

ＰbS 短期集中荷重 キロニュートン 

σsL 長期せん断応力 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

σsS 短期せん断応力 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

せ

ん

断 

 

 

応力検定結果 ― ― 

σcvL 長期めり込み応力 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

σcvS 短期めり込み応力 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

許容めり込み

応力度調整係

数 

― ― 

め

り

込

み 

応力検定結果 ― ― 

QjL 接合部長期せん断荷重 キロニュートン 

QjS 接合部短期せん断荷重 キロニュートン 

接合仕様 ― ― 

接合部に使用

する材料の種

類・規格・等

級 

― ― 

接

合

部 

Fjy 接合部の基準許容応力 接合具一本につきニュートン 



Kj1-1 使用環境Ⅰにおける接合部の含水率の

耐力調整係数 

－ 

Kj1-2 使用環境Ⅱにおける接合部の含水率の

耐力調整係数 

－ 

Kj2 接合部の荷重継続時間の調整係数 － 

fjS 接合部の短期の応力に対する引張りの

許容耐力 

キロニュートン 

fjL 接合部の長期の応力に対する引張りの

許容耐力 

キロニュートン 

応力検定結果 ― ― 

 

４．たる木用 

 項目又は記号 内容 単位 

たる木の符号 ― ― 

たる木の位置 ― ― 

材料 ― ― 

規格 ― ― 

樹種 ― ― 

等級 ― ― 

使用部位 ― ― 

断面 ― 平方ミリメートル 

間隔 ― ミリメートル 

Fc 基準強度（圧縮） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Ft 基準強度（引張り） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fb 基準強度（曲げ） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fs 基準強度（せん断） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

Fcv 基準強度（めり込み） 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCL 長期許容圧縮応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fTL 長期許容引張り応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fBL 長期許容曲げ応力度 

 

一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

諸

条

件 

fSL 長期許容せん断応力度 一平方ミリメートルにつきニュ



ートン 

fCVL 長期許容めり込み応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCS 短期許容圧縮応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fTS 短期許容引張り応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fBS 短期許容曲げ応力度 

 

一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fSS 短期許容せん断応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

fCVS 短期許容めり込み応力度 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

積雪荷重の計

算に当たり長

期許容応力度

に乗じる係数 

― ― 

積雪荷重の計

算に当たり短

期許容応力度

に乗じる係数 

― ― 

ωL （長期）等分布荷重 

 

一メートルにつきキロニュート

ン 

ＰbL 長期集中荷重 キロニュートン 

ＰbS 短期集中荷重 キロニュートン 

部材群に面材

をはる場合に

曲げに対する

基準強度に乗

じる係数 

― ― 

Z 断面係数 立方ミリメートル 

σbL 長期曲げ応力 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

σbS 短期曲げ応力 一平方ミリメートルにつきニュ

ートン 

曲

げ 

応力判定結果 ― ― 

 

５．床組・小屋組用 

 項目又は記号 内容 単位 



床・小屋組の

符号 

― ― 

床・小屋組の

の位置または

範囲 

― ― 

枠 組 材 の 規

格、樹種、等

級及び使用部

位 

― ― 

枠組材の断面 ― 平方ミリメートル 

枠組材の間隔 ― ミリメートル 

面材の規格、

樹種及び等級 

― ― 

面材の厚さ ― ミリメートル 

面材の寸法 ― ミリメートル 

接合仕様 ― ― 

諸

条

件 

接合に使用す

る 材 料 の 規

格、材質及び

等級 

― ― 

QS （短期）せん断力 キロニュートン 

床倍率 ― ― 

せ

ん

断 Qa 短期許容せん断耐力 一メートルにつきキロニュート

ン 

 


